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      北海道海外悪性伝染病警戒本部幹事会 議事録 

 

１日 時  令和４年２月 15日（火） 11:00～12:00 

２場 所  かでる２．７ 710会議室 

３出席者  別紙「出席者名簿」のとおり 

４協議事項 

（１）家きんの高病原性鳥インフルエンザへの対応について 

（緊急消毒の実施ほか） 

（２）野鳥の高病原性鳥インフルエンザ対策について 

（３）空知総合振興局における防疫演習について 

（空知家畜保健衛生所からの報告） 

（４）その他 

 

（開 会） 

【山口食の安全推進局長】 

〇 ただ今から、「北海道海外悪性伝染病警戒本部幹事会」を開催する。 

〇 本日司会を務める食の安全推進局長の山口でございます。 

〇 開会にあたり、農政部 横田食の安全推進監から御挨拶申し上げる。 

 

（挨 拶） 

【横田食の安全推進監】 

〇 農政部食の安心推進監の横田でございます。本日はお集まりいただき感謝。 

前回は１月 27日に皆様にお集まりいただいたところであるが、その後も道内 

において、オジロワシやカラスなどの野鳥から高病原性のウイルスが確認さ 

れており、家きんで発生があった平成 28年の 10例をすでに上回っている状 

況。 

特に、養鶏所に近い存在のカラスからも、各地で多数確認されるなど、道内 

の環境中にはウイルスがいたる所にいると考えざるを得ない。 

〇 このため道としては、この度、知事を先頭に病原体の農場への侵入防止のた 

め、次の２点について新たに取り組むこととしたところ。 

〇 まず第一に、①全道緊急消毒の実施、もう一つは、②ＳＮＳ （ツイッター） 

等を活用した積極的な周知。 

 特に、全道緊急消毒として、具体的には 100羽以上を飼養する道内の全養 

鶏所に対して、道で消毒薬を購入の上、農場に出入りする車両や、人の長靴な 

どの資材、そして手指の消毒について、家畜伝染病予防法に基づく緊急消毒を

命ずることとしたところで、確実に消毒が行われるよう皆様にも、関係者への
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呼びかけなどの協力をお願いする。 

〇 また、昨年 10月 13日の幹事会では、渡島総合振興局で実施した「殺処分」 

の防疫演習について共有したが、本日は、先月空知総合振興局で実施した、殺 

処分後の「農場の清掃・消毒」について、空知家畜保健衛生所から直接概要を 

説明いただくこととしている。 

〇 とりわけ、道内では、新型コロナの感染拡大が続き、さらに全道的に降雪量 

が多い中で、今農場で発生があった場合、防疫従事者の動員や資材の運搬、埋 

却などの防疫対応に、更なる困難が予想される。 

〇 何より、発生予防に向け侵入防止の徹底が必要ではあるが、万が一の時への 

備えについても、それぞれの役割を再確認の上、万全なものとしていただきた 

い。 

〇 本日は、これらの新たな取組や野鳥における高病原性のウイルス確認状況 

などについて本会内での確認を行うとともに、今後の防疫体制の一層の連携 

強化を図っていきたいと考えているのでよろしくお願い。 

 

【山口食の安全推進局長】 

〇 資料の確認。 

〇 協議事項（１）家きんの高病原性鳥インフルエンザウイルスへの対応ついて 

まず農政部から説明願う。 

 

 （協議事項（１）家きんの高病原性鳥インフルエンザウイルスへの対応につい 

て） 

【農政部畜産振興課 山口家畜衛生担当課長】 

〇 家きんの高病原性鳥インフルエンザウイルスへの対応について資料１（家 

きんの高病原性鳥インフルエンザへの対応について）に基づき説明。 

 

           ―質疑なし― 

 

【山口食の安全推進局長】 

〇 続いて協議事項（２）野鳥の高病原性鳥インフルエンザ対策について環境生 

活部から説明願う。 

 

 （協議事項（２）野鳥の高病原性鳥インフルエンザウイルス対策について） 

【環境生活部自然環境課 鈴木担当課長】 

〇 野鳥の高病原性鳥インフルエンザウイルス対策について資料２（野鳥にお 

ける高病原性鳥インフルエンザウイルス対策について）に基づき説明。 
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             ―質疑なし― 

 

【山口食の安全推進局長】 

〇 それでは（３）空知総合振興局における防疫演習について空知家畜保健衛生 

所から説明願う。 

 

（協議事項（３）空知総合振興局における防疫演習について） 

【空知家畜保健衛生所 小山予防課長】 

〇 空知総合振興局における防疫演習について資料３（令和３年度高病原性鳥 

インフルエンザ防疫演習）に基づき説明。 

（質 疑） 

【農政部食品政策課 丸子課長】 

〇 演習を行う上で新型コロナウイルス感染症対策として、どのようなことを 

講じたか。また、演習を行う上でどのような資材を備蓄する必要があると感じ 

たか。 

【空知家畜保健衛生所 小山予防課長】 

〇 コロナ対策としては、出席者に関し各団体１名ずつに制限。移動用バスは 40 

名以上乗せないようにして間隔を開ける配席にした。また、マスク着用の徹底、

検温実施等を行った。 

 資材の備蓄に関しては、高さのある鶏舎を清掃するために 1.98mの足場や 

脚立、凍結防止剤や煙霧消毒機の事前準備が必要と感じた。 

 

         ―他に質疑なし― 

【山口食の安全推進局長】 

〇 （４）その他について協議したいことはあるか。 

 

          ―協議なし― 

 

【山口食の安全推進局長】 

〇 全体を通して質疑や話題提供等要望がある方は意見いただきたい。 

 

          ―意見等なし― 

（挨 拶） 

【横田食の安全推進監】 

〇 本日は、高病原性鳥インフルエンザ対策の更なる強化について御確認いた 
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だいたが、道内では自然環境中でウイルスが広がっており、どこでも発生する 

リスクがある中、やるべきことは、ウイルスを農場に侵入させないこと。 

〇 鳥インフルエンザから農場を守るには、１にも２にも農場バイオセキュリ

ティの強化あるのみ。このためには、病原体の侵入防止に向けてすべての関係

者が適切に実行することが最大のポイント。 

  まずは生産者の方にしっかりと消毒や防鳥ネットの保守点検を実施してい

ただくとともに、各方面から、生産者はもとより、関係機関・団体、出入りの

業者等に対して、繰り返し注意喚起の呼びかけをお願い。 

〇 また、道民の皆様には、野鳥の死体を見つけたら触らず振興局に連絡する 

ことや、養鶏所には近づかないなど、広く周知をお願いする。 

〇 本日はありがとうございました。 

 

【山口食の安全推進局長】 

〇 これをもって北海道海外悪性伝染病警戒本部幹事会を閉会する。 


